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• 地球研OBとして、終了プロジェクトの研究成
果の取り扱いに関して思うこと 

 

 

• 「地球研アーカイブス」について（反省の意味も含めて） 



Ex.) インド・カーンメール遺跡の地形測量データ 

（地球研・インダスプロジェクト） 

フィールドで取得した“Raw Data”を、 
どこまでオープンにするのか？ 

GPSを用いた位置（緯度・経度）情報の取得 左図の基準点（位置情報）に基づいた地形測量 



論文として公開 

カーンメール遺跡の地形測量図（近藤さん作成） 

Occasional Paper 5 
 Linguistics, Archaeology and the Human Past 

Edited by Toshiki OSADA and Akinori UESUGI 

Indus Project 

Research Institute for Humanity and Nature, Kyoto, Japan 

2008 

ISBN 978-4-902325-34-8 

図（画像）として、そのまま引用するのであれば、出典を明記し 

 

Teramura, Kondo, Uno, Kanto, Kishida and Sakai 2008 より引用 

 

と記載しておけばいいが・・・ 

Archaeology with GIS in the Indus Project 

Figure 3.49  0.5-m-grid DEM of the citadel and the 

surrounding area at Kanmer (created by ArcGIS) 



■ オリジナルのRaw Dataは、左図のよう
な「X, Y, Z」の数値データ 

 

■数値データの取得には、少なくとも測量し
た人間４人（近藤・宇野・千葉・寺村）が関
わっている。（データは誰に帰属するのか？
やはり「プロジェクト（＝地球研）」の成果
か。） 
 

■この数値データを元に、データ処理をして
先頁のようなDEMを作成したのは研究者 

            ↓ 

オープンサイエンスという観点からすると、 

「X, Y, Z」の数値データも公開・共有すべ
き？（手続き的再現性→同じ元データであ

れば、同じ手続き・処理方法を用いれば、誰
がやっても、同じ地形図が出来上がる・・・
ハズ。。。ただし、研究者以外の市民の方々
が、このデータを必要とするのか・・・は検討
必要） 

フィールドで取得した“Raw Data”を、 
どこまでオープンにするのか？ 



現状では？ 

「地球研アーカイブス」の検索結果表示（書誌）の画面 

http://archives.chikyu.ac.jp/archives/ 

“occasional paper” で検索すると… 

書誌情報としてヒット（WEB上で内容閲覧＝不可） 



現状では？ 

「地球研アーカイブス」の検索結果表示（本文）の画面 

http://archives.chikyu.ac.jp/archives/ 

“カーンメール遺跡”（本文） で検索すると… 

先の論文中とは別の「画像」がヒット 

 

“Kanmer”（本文）と英語で検索すると「０件」だった・・・ 



現状では？ 

「地球研アーカイブス」の検索結果表示（書誌）の画面 

http://archives.chikyu.ac.jp/archives/ 

さらに“寺村裕史”（書誌） で検索すると… 

「９件」がヒット 

 

外部からアクセスできるオープンの部分
には、これだけしかアーカイブに入って
（入れて）いないのか？？？［反省］ 



広報誌への掲載 

地球研 要覧2010（日本語版）より 

プロジェクトの成果の一部として、
画像を提供しているので、別段問
題があるわけでもなく、「作成者の
名前を入れるべきだ」、と主張して
いるわけでもない。 

 

 

と、一応断ったうえで・・・ 
 

 

ただし、厳密に言えば、分布密度
の分析をおこない、この画像を作
成したのは研究者（論文として公
表された成果の一部） 

Ex.) プロジェクト作成：遺跡データベース
の使用許諾 

（地球研・インダスプロジェクト） 



論文に使用した分析画像 
遺跡分布の推移 

インダス文明期 
（紀元前2600～1900年） 

ポスト・インダス文明期 

（紀元前1900～1000年） 

Teramura and Uno（2006）より  “Spatial Analyses of Harappan Urban Settlements”  

(2006) Ancient Asia Vol. 1 



■ ある海外の研究者（全く存じ上げない方）から、先の私の書いた論文を
挙げ、そこに使われている「図」ではなく、その画像を作成するための元に
なった「遺跡データベースそのもの」 （約2,500遺跡の名前・位置・規模・時期など）を使
いたいので提供してくれないか？（もちろんきちんとしたCitation有りで）、という依
頼。 

インダス文明期の遺跡データベース 



インダス文明期の遺跡データベース 

• 論文からの図の引用であれば、私が返事すれば良いこと。 

 

• ただ、分析（画像作成）の基となる「遺跡データベース」は、私ひとりの業績では無
く、プロジェクトの共有成果物である。（プロジェクト経費でアルバイトに謝金を支払いデータ入
力を依頼して作成している。） 

 

• さらに、そのDBの元は、G.L. Possehlの “Indus Age -The Beginnings-” （1999）

の附編資料をベースにしており、そこにプロジェクトで記録した遺跡の位置情報な
どを追加・修正している。 

 

• それらを伝えたうえで、プロジェクトリーダーである地球研・長田俊樹名誉教授の
連絡先を知らせて、プロジェクトリーダーの許諾を得て欲しい、と返信。 

 

• 長田名誉教授から許可が出たというので、私からデータを送付。 

• はたしてこの対応で良かったのだろうか？？？ 

■ ある海外の研究者（全く存じ上げない方）から、先の私の書いた論文を
挙げ、そこに使われている「図」ではなく、その画像を作成するための元に
なった「遺跡データベースそのもの」 （約2,500遺跡の名前・位置・規模・時期など）を使
いたいので提供してくれないか？（もちろんきちんとしたCitation有りで）、という依
頼。 



• 遺跡データベースを「公開」していれば、このようなリーダーの許諾を得
るような手間は必要無かった。 

• あるいは、私の判断で、オリジナルデータを送付しても良かったの
か？（終了プロジェクトで、かつ私も別組織に異動している場合、誰が「地球研の成果」に対
する権限・責任をもつ？） 

 

• どこまでが「プロジェクト」の成果であり、「各研究者」の成果なのか。 

 

• 「オープン」と「クローズ」の境目は、誰が・どこに線引きをするのか。 

 

• 地球研のような「プロジェクト」制で、多数の研究者（地球研の所外のメ
ンバーも含め）が関与する場合の、データのAttributionの問題。 

 

• オープンにした場合の、研究者が必要とする情報と、市民が欲しいと
思う情報のギャップ 

課題と展望 


